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。砂糖，カカオ，タパコ 綿花，コカ白栽培を中，ü~こした「プランテーシ z ン経済」が確立した
のは， 17世紀初期であった。 R メシャフェ 清水透五Inラテンアメリカと奴隷制~，岩波現代選
書， 1979年， 134頁。









































いる。 1梱は 3501bである。 1753年から74年までアム凡テノレダムだけで
160.06501bの入荷があった。 1771年にアム旦テノレダムとロッテノレダムと合
わせて1C口万 lb，1775年には 14，44281bである。 llbは 88t と算定される
ので，前者 [1771年]は価額にして40万 Gulden，後者[1775年]は 5，7771






































3) W序論』でコー ヒ ，カカオ，茶.1i'J糖，タバコとL、った一連の噌帝品が取り上げられていな
いことが. ~序論』内容の非体糸性，不完全性を端的に示しているのだが，ベックマンは植民地
農場での栽培対象幻南によって代表せしめ亡し、るとも解釈することができょう。
4) Holcus sorghum (原註〉。
5) Cytisus caianensis (原註〉。


























7) もっとも害をもたらすのは， Papil. brassicae， P.dispar， P.napi， P.mnemosyne， P.crataegi， 
P. terpsicor， P.cupido，その他である〔原註〉。
8) Formica saccharivo日， F. omni vora (原註L
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アノレティボニーテ Artibonite(terra bonita) と呼ばれる二つの島の一部で
穫れるが，ゴナイーブ産の方がより白い。現存，収穫量は一人の黒人が一円
に 25~30 lb を繰り上げ reinigen ているはずである。 3日 ~lb が 1 梱をなす。
この島についての最新情報をニコノレス:/Nicolsonに負っているのだが，か
れによればフランスは現在年間4口D万リープルの綿花を得ている。 1754年に










するものは少い。マリア・ガランテ Mariagalante [Marie Ga1anteJ でば
462，1700株 Lの綿木1を数えたという。この聞にグワドノレプは，これに属す
る島も含めて1768年に 1，1955Ztr の綿花をフランスに供給したというJ(S. 
39-40)。
年次が具るので正確さは期し難いが，上述の仏領三島で1760年代末に年問










2249梱輸出され，梱あたり 10Pfd. St として 2，2490Pfd. Stになる。 1770
年にシャマイカ，パノレパドス 7ンテイコ守ア，モンセラート，ネイビス， ア
ングイラ， トノレ↑ヲ，セン卜・クリストフ，Yレナダ，セント・ピγセY ト













大して， 1764-70竿には38.5%を占めた。前掲論文， 16. 18. 23， 25頁。
1) イギリスは1780年頃まで，原綿供給の対を酉インド諸島に頼っていたB 中tもグレナダとジキ











































































ギリス人に土って silk-cotton，フランス人によって cotonde fromager， ド
イツ人によって Seidenkatun，SeidenwolIe と呼ばれるものである。植物学










行?ておち，ル ヅ"ト γLeBretonからの引用が，サパりの「辞典』の Mapοuの項目中に
見出されることにも言及している.しかし fGassampinと呼ぶ者もいる Fromagerと. カポ
ッグを区別するロヲシ ド ラープラ Rolanddc 1a Phuやその他の者は誤ちをおかしている」
(5. 42)とわざわざ注記した，. 後出R カポックは繊維が短いために紛績加工ができなレと記
述レていることから判断すると，ペッタマンは閉ざらかにカポッグとパンヤを混同し亡し、る。岩
佐によれば，カポッタ〈シロキワタ Cwhite)silk-cotton tree [英J.bomban [仏ユ Wollbaum
L独].ceiba pentanclra)の繊維は長く， 損充用のみならず混織用にも適するが，バンヤくキワ
タ (red)silk-cotton tree [英]， fromage:r [仏]， Malabalicher Wollbaulll [独].Bombax ma 
labaricum)の繊維はカポック0それより短<.填充料として用いられる。岩佐，前掲害I 417-
425頁。














































加工編』 丸善. 1969年， 780頁。
14) 前稿，注19)で触れたように，ベ歩クマンは『技術学入門』の第4章「羊毛染色J(S. 130-151) 
で，羊毛染色技術について詳説しているが，柿染色につ，.ては鮪12節の注2で「綿の染色にワL、
ては，わたくしはCommentat.societ. scient. Goetting. 1780. IV. p. 14および Waarenkunde





der Handwerke und Kunste令試みており. 51部門324種が挙げられてし、る (5.27-44)。 その
第8部門に6種の染色業が挙げられているが，それは番号順に， 49.羊毛染色， 50.亜麻染色，




かかることから， 現在ではほと心ど応用されていない。 r増補改訂 現代繊維辞典~， センイ
シヤアナル，昭和43年.441. 527頁。






















16) r技術学入門』によると，ベ少クマンの Kunsleの定義ほ以下のようなものである。 I最近い
〈つかの手工業が Pabriken.Manufacturen.あるいは Kunsteと呼ばれて特別視されようとし



























「じ第凶にj 単純なギリシャ人や，一度としてベy、ト Lの蔓延をj 喰い止
める乙とのできなかった，生まれながらにして粗野なトルコ人が，立了育心






















































とLて行う去をは手工業者と呼ばれる 1(S. 3)~ r[Fabrikenあるいは ManufakturとL、ぅ1呼







成される。 1原料価格， 2原料購入から製品販売まで町資本利子， 3.道具およひさまざまな手
工業用具に官まれる資本， ~道具の摩耗のために通常よりも高〈計算しなければならない，この






























18) ス7"-:>-アートは indu叫'Yを止のように規定している。“Indu.stryis the a.ρplication to問 g'
m刀uslabour in a free man， inorder to procure. by the means 01 trade， an equivα/，叫，ji比10;
Z加 supplyingevery want " ;“Industry likewise implies something more than laboι Industry， 
as 1 understand the term， must be voluntary; lahour may be forced"; "Industry， therefore， 
is applicable to free men only; labour may be performed by slaves." Sir James Steuart， 
An lnquiry問tothe Principles of PolUical Economy. [Skinner版を刑用]， Bk. 1， p. 146 
[中野E訳『経済学原理口』岩波文車， 1978年>16-17頁J.ステュアー ト 0)ind山 "y概念につ
いては， ~小林昇経官学史薯乍妻名 v. J.ステュアー ト研胃J. 朱来社， 1977年，の随所で検討さ
れているが，とりわけ C.F，2論文の分析は多大白教示を与えてくれる。また.1[島信義『ステ
ムア ト研究重商主義期の社会田経済思想4 衆来社.1972年，の第3章も示唆的である.







ベックマ γ の現状認識においては，ヨ ロッパの東洋化 Vcrestlichungが必然
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うJ(S. 63)。
ここでは Fleisund lndustrie [B]という概念結合の形で使われているが，
トルコ赤染め業の叙述の際に用いられる Indust門 eund Kenntnis se LAJとL、
う概念結合とはやや異っている。ともに概念結合であるAとBが，それぞれほ
ぼ|可ーの観念を表わしているとするなbば Aにおける lndustrieはBにおけ




やがて Fleisと Kenntnis.se令共に含む砲合概念として結晶した， ということ
になるのではないか。 I綿」論文の中で Iηdustr日という用語は6回使われる




















Lernbegierde J→ der Maschinen 
]ndustrιe2=Flf!iβ 













知識j すなわち，好奇心 Neigungと理解力 Geschicklichkeiりをもってレバ
ントにおける生産の実態を調査L-.その結果を生かすことではないのかという
のが刊ックマンの提言である。しかし，綿糸染色はなぜこんなにも困難なのか。
20) 18世紀ドイツにおける lndustrie概念の生成過程を詳細に検討したオイレンは，技術 Technか
logieをIndustrieの概念青としたことにベックマYの貢献を且出している。 FockoEulen. Vom 
Gewerbefieis zur Industrie， Beτlin 1967. S. 47， 165. 168.なお， ドイツにおける lndust円e
概念成立史の分析は稿をあらためてなされるべき つ町大きな課題であるが，ここでは最新の資
料として， Qtto Brunner， Werner Conze u. Reinhart Koselleck (hrsg.)， Geschichtlich沼 Grund
begriffe， Bd. 3， Stuttgart 1982， Art. Inclustrie， Gewerbe， S.237 f，を挙げるにとどめてお〈。
ちなみに， 経済開発論のゴ工場から industry概念の再検を試みた近藤正臣「開尭論における ln.






























アクセ γ ピリティおよび染料の基質向への拡散の難易性であるム『耐維恒宜ム 747頁。
22) W技術学入門』においても同様の叙述がみられる。 Technologie.S. i34 






























性結合が主であるといわれる。広川治雄『染色と融経仕上~.地人書館』昭和48年， 113-114， 136 
頁。























































Okonomische G田ellschaftが設立されてし唱。 Eulen.a. a. 0.， S.183ベックマンのいう「協
会lとはこれを指すものと推定される.


















同頁，下から 3-4行目. Iモカ Moka，Isle de France [MauritiusJに」とする。
〔以下続稿)
26) ~技術学入門』において印量的に表明される， Deutsche Warenの典型としての羊毛製品に対
す'"ベックマンの関心を，その弟子ポッベ(JohallIlUeinrich Moritz Poppe. 1776-1854) も継
呈したといわれる。 吉田文和 rJ.H. M ボッへ『テヒノロギーの歴史』 とマルクス一一一マル
クス「機械論」形成史研究(5トーJ.r北海道大学・経世学許制第33岩第1号， 1983年 6月，所
収.7D頁参照。 ドイツ語圏における Industrie概志の生成過程において，綿と羊毛とがそれぞれ
どのような役割を演じたのかという問題は， ドイツにおける本源的蓄積から資本制蓄積への替訂
を見究めるいc，おそら〈決定的な重要性を持つものであろう c
